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(57)【要約】
【課題】画像復号処理の効率向上を図る。
【解決手段】画像符号化装置は、テクスチャ画像とデプ
ス画像を符号化する。この際、画像符号化装置は、符号
化制御パラメータにしたがってデプス情報を利用したテ
クスチャ画像の符号化と、デプス情報を利用しないテク
スチャ画像の符号化を行う。また、画像符号化装置は、
テクスチャ画像の符号化に際してデプス情報を利用した
か否かを示す利用結果情報を符号化する。画像復号装置
は、テクスチャ画像とデプス画像を復号する。この際、
画像復号装置は、復号した利用結果情報がデプス情報を
利用したことを示す場合にはデプス画像を復号し、デプ
ス情報を利用していないことを示す場合にはデプス画像
の復号処理を省略する。
【選択図】図５



(2) JP 2013-198059 A 2013.9.30

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テクスチャ画像の被写空間に含まれる対象物に対する視点からの距離を示すデプス画像
を符号化するとともに、符号化した前記デプス画像に基づくデプス情報を生成するデプス
画像符号化部と、
　前記デプス情報を利用して前記テクスチャ画像を符号化すべき場合に、前記デプス情報
を利用して前記テクスチャ画像を符号化し、前記デプス情報を利用せずに前記テクスチャ
画像を符号化すべき場合に、前記デプス情報を利用せずに前記テクスチャ画像を符号化す
るテクスチャ画像符号化部と、
　前記デプス情報を前記テクスチャ画像の符号化に際して利用したか否かを示す利用結果
情報を生成し、生成した利用結果情報を符号化する利用結果情報符号化部と、
　を備える画像符号化装置。
【請求項２】
　前記テクスチャ画像のシーケンスに関連するシーケンス情報を符号化して符号化シーケ
ンス情報を生成するにあたり、符号化された前記利用結果情報を含めて前記符号化シーケ
ンス情報を生成するシーケンス情報符号化処理部をさらに備える、
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像符号化装置。
【請求項３】
　前記デプス画像符号化部は、フレーム単位の前記テクスチャ画像に対応する前記デプス
画像に基づく前記デプス情報を生成する、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の画像符号化装置。
【請求項４】
　符号化されたテクスチャ画像を復号するテクスチャ画像復号部と、
　前記テクスチャ画像の被写空間に含まれる対象物に対する視点からの距離を示すデプス
画像に基づくデプス情報を前記テクスチャ画像の符号化に際して利用したか否かを示す利
用結果情報を符号化した符号化利用結果情報を復号する利用結果情報復号部と、
　復号された前記利用結果情報が前記デプス情報を利用したことを示している場合には符
号化された前記デプス画像を復号するデプス画像復号処理を実行し、前記復号された利用
結果情報が前記デプス情報を利用していないことを示している場合には前記デプス画像復
号処理を省略するデプス画像復号部と、
　を備えることを特徴とする画像復号装置。
【請求項５】
　前記利用結果情報復号部は、
　前記テクスチャ画像のシーケンスに関連するシーケンス情報が符号化された符号化シー
ケンス情報に付加された前記符号化利用結果情報を復号する、
　ことを特徴とする請求項４に記載の画像復号装置。
【請求項６】
　テクスチャ画像の被写空間に含まれる対象物に対する視点からの距離を示すデプス画像
を符号化するとともに、符号化した前記デプス画像に基づくデプス情報を生成するデプス
画像符号化ステップと、
　前記デプス情報を利用して前記テクスチャ画像を符号化すべき場合に、前記デプス情報
を利用して前記テクスチャ画像を符号化し、前記デプス情報を利用せずに前記テクスチャ
画像を符号化すべき場合に、前記デプス情報を利用せずに前記テクスチャ画像を符号化す
るテクスチャ画像符号化ステップと、
　前記デプス情報を前記テクスチャ画像の符号化に際して利用したか否かを示す利用結果
情報を生成し、生成した利用結果情報を符号化する利用結果情報符号化ステップと、
　を備える画像符号化方法。
【請求項７】
　符号化されたテクスチャ画像を復号するテクスチャ画像復号ステップと、
　前記テクスチャ画像の被写空間に含まれる対象物に対する視点からの距離を示すデプス
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画像に基づくデプス情報を前記テクスチャ画像の符号化に際して利用したか否かを示す利
用結果情報を符号化した符号化利用結果情報を復号する利用結果情報復号ステップと、
　復号された前記利用結果情報が前記デプス情報を利用したことを示している場合には符
号化された前記デプス画像を復号するデプス画像復号処理を実行し、前記復号された利用
結果情報が前記デプス情報を利用していないことを示している場合には前記デプス画像復
号処理を省略するデプス画像復号ステップと、
　を備えることを特徴とする画像復号方法。
【請求項８】
　コンピュータに、
　テクスチャ画像の被写空間に含まれる対象物に対する視点からの距離を示すデプス画像
を符号化するとともに、符号化した前記デプス画像に基づくデプス情報を生成するデプス
画像符号化ステップ、
　前記デプス情報を利用して前記テクスチャ画像を符号化すべき場合に、前記デプス情報
を利用して前記テクスチャ画像を符号化し、前記デプス情報を利用せずに前記テクスチャ
画像を符号化すべき場合に、前記デプス情報を利用せずに前記テクスチャ画像を符号化す
るテクスチャ画像符号化ステップ、
　前記デプス情報を前記テクスチャ画像の符号化に際して利用したか否かを示す利用結果
情報を生成し、生成した利用結果情報を符号化する利用結果情報符号化ステップ、
　を実行させるためのプログラム。
【請求項９】
　コンピュータに、
　符号化されたテクスチャ画像を復号するテクスチャ画像復号ステップ、
　前記テクスチャ画像の被写空間に含まれる対象物に対する視点からの距離を示すデプス
画像に基づくデプス情報を前記テクスチャ画像の符号化に際して利用したか否かを示す利
用結果情報を符号化した符号化利用結果情報を復号する利用結果情報復号ステップ、
　復号された前記利用結果情報が前記デプス情報を利用したことを示している場合には符
号化された前記デプス画像を復号するデプス画像復号処理を実行し、前記復号された利用
結果情報が前記デプス情報を利用していないことを示している場合には前記デプス画像復
号処理を省略するデプス画像復号ステップ、
　を実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像符号化装置、画像復号装置、画像符号化方法、画像復号方法およびプロ
グラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　動画像符号化方式としてＭＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　
Ｇｒｏｕｐ）－２、ＭＰＥＧ－４、ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｖｉｄｅ
ｏ　Ｃｏｄｉｎｇ）／Ｈ．２６４方式などが知られている（例えば、非特許文献１参照）
。
　これらの動画像符号化方式では、動き補償フレーム間予測符号化を行う。動き補償フレ
ーム間予測符号化は、動画像の時間方向の相関性を利用して符号量を削減する。この動き
補償フレーム間予測符号化では、符号化対象の画像をブロック単位に分割し、ブロック毎
に動きベクトルを求めて、さらに動きベクトルにより示される参照画像のブロックの画素
値を予測に用いることで、効率的な符号化を実現している。
【０００３】
　また、近年、Ｈ．２６４規格において、複数のカメラで同一の被写体や背景を撮影した
複数の動画像から成る多視点動画像を符号化するための拡張規格であるＭＶＣ（Ｍｕｌｔ
ｉｖｉｅｗ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ）がＡｎｎｅｘＨとして策定された。この符号化
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方式では、カメラ間の相関性を表す視差ベクトルを利用して符号量の削減を図る視差補償
予測符号化を用いている。
【０００４】
　さらに、現状では、ＭＰＥＧのアドホックグループであるＭＰＥＧ－３ＤＶにおいて撮
影装置により撮影した映像をテクスチャ画像と定め、そのテクスチャ画像と合わせてデプ
ス（奥行き）画像も伝送するようにした新しい規格が策定されている。
　デプス画像とはカメラから被写体までの距離を表した情報である。このデプス画像は、
例えば、撮影装置の近傍に設置された距離を測定する装置から取得することにより生成す
ることができる。また、デプス画像は、複数視点の撮影装置により撮影された画像を解析
することによって生成することもできる。
【０００５】
　更に、Ｈ．２６４／ＡＶＣやＭＶＣでは、符号化されるシーケンスのカラーフォーマッ
トやピクチャの表示順序などのシーケンス全体についてのシーケンス情報を作成し、この
シーケンス情報を符号化可能であることも規定されている。具体的に、このようなシーケ
ンス情報は、そのパラメータセットであるＳＰＳ（Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｐａｒａｍｅｔｅ
ｒ　Ｓｅｔ）として符号化される。
【０００６】
　このようなことを背景として、デプス画像に基づく情報を利用してテクスチャ画像を符
号化することが提案されている。例えば、特許文献１の映像符号化装置は、基準視点以外
のテクスチャ画像を符号化する際に、基準視点画像に対応するデプス画像とカメラの位置
関係に基づいて基準視点画像を符号化対象のテクスチャ画像の視点に変換するようにして
視差補償画像を生成する。そして、特許文献１の映像符号化装置は、符号化対象のテクス
チャ画像と視差補償画像との差分により視差差分画像、つまり、基準視点以外のテクスチ
ャ画像を生成し、これを符号化するというものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００９－２０７１８３号公報
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】ＩＴＵ－Ｔ　Ｒｅｎｃ．　Ｈ．２６４（０３／２００９）－Ａｄｖａｎ
ｃｅｄ　ｖｉｄｅｏ　ｃｏｄｉｎｇ　ｆｏｒ　ｇｅｎｅｒｉｃ　ａｕｄｉｏｖｉｓｕａｌ
　ｓｅｒｖｉｃｅｓ
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　例えばＭＰＥＧ－３ＤＶなどの規格の下では、デプス画像の情報を利用したテクスチャ
画像の符号化を行うか否かについては、例えばアプリケーションなどに応じて任意に選択
することが可能である。このことは、例えば、符号化画像において、デプス画像の情報を
利用して圧縮されたテクスチャ画像と、デプス画像の情報を利用して圧縮されていないテ
クスチャ画像が混在し得ることを意味する。この場合において、復号装置は、デプス画像
の情報を利用して圧縮されたテクスチャ画像についてはデプス画像を復号に利用する必要
があるが、デプス画像の情報を利用して圧縮されていないテクスチャ画像についてはデプ
ス画像の情報を復号に利用する必要がない。
【００１０】
　しかし、例えば特許文献１や非特許文献１に記載される技術の下では、デプス画像の情
報を利用して符号化されたテクスチャ画像と、デプス画像の情報を利用せずに符号化され
たテクスチャ画像とを復号前の段階で区別して認識することができない。
【００１１】
　このため、復号装置は、テクスチャ画像の復号にデプス画像の情報を利用する可能性が
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あるために、デプス画像の情報を利用する必要が無い場合であっても、必ずデプス画像を
復号する処理を実行しなければならない。これにより、本来は不要な信号処理が定常的に
実行されることになってしまい、例えば復号処理の効率を低下させる。
【００１２】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、画像復号処理の効率向上を図るこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　（１）この発明は上述した課題を解決するためになされたもので、本発明の一態様とし
ての画像符号化装置は、テクスチャ画像の被写空間に含まれる対象物に対する視点からの
距離を示すデプス画像を符号化するとともに、符号化した前記デプス画像に基づくデプス
情報を生成するデプス画像符号化部と、前記デプス情報を利用して前記テクスチャ画像を
符号化すべき場合に、前記デプス情報を利用して前記テクスチャ画像を符号化し、前記デ
プス情報を利用せずに前記テクスチャ画像を符号化すべき場合に、前記デプス情報を利用
せずに前記テクスチャ画像を符号化するテクスチャ画像符号化部と、前記デプス情報を前
記テクスチャ画像の符号化に際して利用したか否かを示す利用結果情報を生成し、生成し
た利用結果情報を符号化する利用結果情報符号化部とを備える。
【００１４】
　（２）また、本発明の画像符号化装置は、前記テクスチャ画像のシーケンスに関連する
シーケンス情報を符号化して符号化シーケンス情報を生成するにあたり、符号化された前
記利用結果情報を含めて前記符号化シーケンス情報を生成するシーケンス情報符号化処理
部をさらに備える。
【００１５】
　（３）また、本発明の画像符号化装置において、前記デプス画像符号化部は、フレーム
単位の前記テクスチャ画像に対応する前記デプス画像に基づく前記デプス情報を生成する
。
【００１６】
　（４）また、本発明の一態様としての画像復号装置は、符号化されたテクスチャ画像を
復号するテクスチャ画像復号部と、前記テクスチャ画像の被写空間に含まれる対象物に対
する視点からの距離を示すデプス画像に基づくデプス情報を前記テクスチャ画像の符号化
に際して利用したか否かを示す利用結果情報を符号化した符号化利用結果情報を復号する
利用結果情報復号部と、復号された前記利用結果情報が前記デプス情報を利用したことを
示している場合には符号化された前記デプス画像を復号するデプス画像復号処理を実行し
、前記復号された利用結果情報が前記デプス情報を利用していないことを示している場合
には前記デプス画像復号処理を省略するデプス画像復号部とを備える。
【００１７】
　（５）また、本発明の画像復号装置において、前記利用結果情報復号部は、前記テクス
チャ画像のシーケンスに関連するシーケンス情報が符号化された符号化シーケンス情報に
付加された前記符号化利用結果情報を復号する。
【００１８】
　（６）また、本発明の一態様としての画像符号化方法は、テクスチャ画像の被写空間に
含まれる対象物に対する視点からの距離を示すデプス画像を符号化するとともに、符号化
した前記デプス画像に基づくデプス情報を生成するデプス画像符号化ステップと、前記デ
プス情報を利用して前記テクスチャ画像を符号化すべき場合に、前記デプス情報を利用し
て前記テクスチャ画像を符号化し、前記デプス情報を利用せずに前記テクスチャ画像を符
号化すべき場合に、前記デプス情報を利用せずに前記テクスチャ画像を符号化するテクス
チャ画像符号化ステップと、前記デプス情報を前記テクスチャ画像の符号化に際して利用
したか否かを示す利用結果情報を生成し、生成した利用結果情報を符号化する利用結果情
報符号化ステップとを備える。
【００１９】
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　（７）また、本発明の一態様としての画像復号方法は、符号化されたテクスチャ画像を
復号するテクスチャ画像復号ステップと、前記テクスチャ画像の被写空間に含まれる対象
物に対する視点からの距離を示すデプス画像に基づくデプス情報を前記テクスチャ画像の
符号化に際して利用したか否かを示す利用結果情報を符号化した符号化利用結果情報を復
号する利用結果情報復号ステップと、復号された前記利用結果情報が前記デプス情報を利
用したことを示している場合には符号化された前記デプス画像を復号するデプス画像復号
処理を実行し、前記復号された利用結果情報が前記デプス情報を利用していないことを示
している場合には前記デプス画像復号処理を省略するデプス画像復号ステップとを備える
。
【００２０】
　（８）また、本発明の一態様としてのプログラムは、コンピュータに、テクスチャ画像
の被写空間に含まれる対象物に対する視点からの距離を示すデプス画像を符号化するとと
もに、符号化した前記デプス画像に基づくデプス情報を生成するデプス画像符号化ステッ
プ、前記デプス情報を利用して前記テクスチャ画像を符号化すべき場合に、前記デプス情
報を利用して前記テクスチャ画像を符号化し、前記デプス情報を利用せずに前記テクスチ
ャ画像を符号化すべき場合に、前記デプス情報を利用せずに前記テクスチャ画像を符号化
するテクスチャ画像符号化ステップ、前記デプス情報を前記テクスチャ画像の符号化に際
して利用したか否かを示す利用結果情報を生成し、生成した利用結果情報を符号化する利
用結果情報符号化ステップを実行させるためのものである。
【００２１】
　（９）また、本発明の一態様としてのプログラムは、コンピュータに、符号化されたテ
クスチャ画像を復号するテクスチャ画像復号ステップ、前記テクスチャ画像の被写空間に
含まれる対象物に対する視点からの距離を示すデプス画像に基づくデプス情報を前記テク
スチャ画像の符号化に際して利用したか否かを示す利用結果情報を符号化した符号化利用
結果情報を復号する利用結果情報復号ステップ、復号された前記利用結果情報が前記デプ
ス情報を利用したことを示している場合には符号化された前記デプス画像を復号するデプ
ス画像復号処理を実行し、前記復号された利用結果情報が前記デプス情報を利用していな
いことを示している場合には前記デプス画像復号処理を省略するデプス画像復号ステップ
を実行させるためのものである。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、画像復号処理の効率向上が図られるという効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施形態としての画像処理システムの構成例を示す図である。
【図２】本実施形態における画像符号化装置の構成例を示す図である。
【図３】本実施形態における画像符号化装置が実行する処理手順例を示す図である。
【図４】本実施形態における画像符号化装置が実行する処理手順例を示す図である。
【図５】本実施形態における画像復号装置の構成例を示す図である。
【図６】本実施形態における画像復号装置が実行する処理手順例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図１は、本発明の実施形態における画像符号化装置と画像復号装置を備える画像処理シ
ステムの構成例を示している。
　この図に示す画像処理システムは、撮影装置１００－１、１００－２、画像前置処理部
２００、画像符号化装置３００、画像復号装置４００を備える。
【００２５】
　撮影装置１００－１、１００－２は、互いに異なる位置（視点）に設置され、同一の視
野（被写空間）に含まれる被写体の画像を、予め定めた時間間隔（例えば１／３０秒ごと
に１回）で撮影し、撮影した画像内容の画像信号を出力する。
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【００２６】
　撮影装置１００－１、１００－２が出力する画像信号は、それぞれテクスチャ画像（ｔ
ｅｘｔｕｒｅ　ｍａｐ；二次元画像）Ｐｔｘ１、Ｐｔｘ２である。このテクスチャ画像と
しての画像信号は、被写空間に含まれる被写体や背景の色彩や濃淡を表す信号値（輝度値
）を二次元平面に配置された画素ごとに有する信号である。また、このテクスチャ画像と
しての画像信号は、画素ごとの色空間を表す信号値を有する画像信号である。このような
色空間を表す信号値を有する画像信号の一例は、ＲＧＢ信号である。ＲＧＢ信号は、赤色
成分の輝度値を表すＲ信号、緑色成分の輝度値を示すＧ信号、青色成分の輝度値を示すＢ
信号を含む。
【００２７】
　画像前置処理部２００は、撮影装置１００－１から入力したテクスチャ画像Ｐｔｘ１に
対応するデプス画像Ｐｄｐ１を生成する。また、撮影装置１００－２から入力したテクス
チャ画像Ｐｔｘ２に対応するデプス画像Ｐｄｐ２を生成する。
　このために、画像前置処理部２００は、例えば、まず、撮影装置１００－１から入力し
たテクスチャ画像Ｐｔｘ１を基準画像と定める。そして、画像前置処理部２００は、この
基準画像と、他の撮影装置(この例では撮影装置１００－２)から入力したテクスチャ画像
Ｐｔｘ２との視差を画素ごとに算出する。これにより、画像前置処理部２００は、撮影装
置１００－１により撮影されたテクスチャ画像Ｐｔｘ１に対応するデプス画像Ｐｄｐ１を
生成する。
【００２８】
　デプス画像（「ｄｅｐｔｈ　ｍａｐ（デプスマップ）」、「深度画像」、「距離画像」
ともいう）とは、被写空間に含まれる被写体や背景などの対象物に対する視点（図１では
撮影装置１００－１、１００－２となる）からの距離を示す信号値（「デプス値」、「深
度値」、「デプス」などともいう）を二次元平面に配置された画素ごとの信号値（画素値
）とした画像信号である。デプス画像を形成する画素は、基準画像を形成する画素と対応
する。デプス画像は、被写空間を二次元平面に射影した際の基準画像を用いて三次元の被
写空間を表現するための情報である。
　また、テクスチャ画像は、例えばフレーム単位により生成される。これに応じて、デプ
ス画像も例えばフレーム単位により生成される。
【００２９】
　次に、画像前置処理部２００は、他の撮影装置（この場合は撮影装置１００－２）から
入力したテクスチャ画像Ｐｔｘ２を基準画像とする。そして、上記撮影装置１００－１に
より撮影されたテクスチャ画像に対応するデプス画像Ｐｄｐ１を生成するのと同様の処理
によって、撮影装置１００－２のテクスチャ画像Ｐｔｘ２に対応するデプス画像Ｐｄｐ２
を生成する。
【００３０】
　そして、画像前置処理部２００は、撮影装置１００－１により撮影されテクスチャ画像
Ｐｔｘ１と撮影装置１００－２により撮影されたテクスチャ画像Ｐｔｘ２をフレームごと
に交互に出力する。これとともに、画像前置処理部２００は、撮影装置１００－１により
撮影されたテクスチャ画像Ｐｔｘ１に対応するデプス画像Ｐｄｐ１と、撮影装置１００－
２により撮影されたテクスチャ画像Ｐｔｘ２に対応するデプス画像Ｐｄｐ２をフレームご
とに交互に出力する。
【００３１】
　なお、以降において、テクスチャ画像Ｐｔｘ１とＰｔｘ２とを特に区別して言及する必
要のない場合には、テクスチャ画像Ｐｔｘと記載する。また、デプス画像Ｐｄｐ１とＰｄ
ｐ２とを特に区別して言及する必要のない場合には、デプス画像Ｐｄｐと記載する。
【００３２】
　画像符号化装置３００は、上記のように画像前置処理部２００から出力されるテクスチ
ャ画像Ｐｔｘ１、Ｐｔｘ２と、デプス画像Ｐｄｐ１、Ｐｄｐ２を入力する。また、符号化
制御パラメータｐｍｔを入力する。
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　なお、テクスチャ画像Ｐｔｘ１、Ｐｔｘ２は、例えば撮影装置１００－１と１００－２
の撮影画像である。つまり、テクスチャ画像Ｐｔｘは、複数の視点ごとに応じた画像とし
て画像符号化装置３００に入力される。また、デプス画像Ｐｄｐは、一部のテクスチャ画
像Ｐｔｘに対応するもののみが入力されてもよいし、すべてのテクスチャ画像Ｐｔｘごと
に対応するデプス画像Ｐｄｐが入力されてもよい。また、テクスチャ画像Ｐｔｘ、デプス
画像Ｐｄｐは動画像に対応するものであってもよいし、静止画像に対応するものであって
もよい。
【００３３】
　また、画像符号化装置３００は、入力した符号化制御パラメータｐｍｔを利用してテク
スチャ画像Ｐｔｘ１、Ｐｔｘ２とデプス画像Ｐｄｐ１、Ｐｄｐ２をそれぞれ符号化（圧縮
）する。
　また、画像符号化装置３００は、入力した符号化制御パラメータｐｍｔを利用して、シ
ーケンス情報を生成する。シーケンス情報は、画像（テクスチャ画像とデプス画像）のシ
ーケンスについての情報であり、例えば、画像サイズ、アスペクト比、フレームレート、
ビットレート、カラーフォーマット、ピクチャ表示順などの情報を含む。
　そのうえで、画像符号化装置３００は、シーケンス情報についても符号化（圧縮）する
。この際、画像符号化装置３００は、例えばシーケンス情報をＳＰＳ（Ｓｅｑｕｅｎｃｅ
　Ｐａｒａｍｅｔｅｒ　Ｓｅｔ）の形式となるように符号化する。
【００３４】
　そして、画像符号化装置３００は、符号化テクスチャ画像と、符号化デプス画像と、生
成したシーケンス情報を多重化したビットストリームｅを生成し、このビットストリーム
ｅを伝送路５００経由で画像復号装置４００に出力する。
【００３５】
　画像復号装置４００は、伝送路５００経由で伝送されるビットストリームｅを入力し、
このビットストリームｅから符号化テクスチャ画像と符号化デプス画像とシーケンス情報
を分離する。
【００３６】
　そして、画像復号装置４００は、分離された符号化テクスチャ画像についてシーケンス
情報を利用して復号を行ってテクスチャ画像Ｐｔｘ１＿ｄｅｃ、Ｐｔｘ２＿ｄｅｃを生成
する。テクスチャ画像Ｐｔｘ１＿ｄｅｃ、Ｐｔｘ２＿ｄｅｃは、それぞれ符号化前のテク
スチャ画像Ｐｔｘ１、Ｐｔｘ２に対応する。
　また、画像復号装置４００は、分離された符号化デプス画像についてシーケンス情報を
利用して復号を行ってデプス画像Ｐｄｐ１＿ｄｅｃ、Ｐｄｐ２＿ｄｅｃを生成する。画像
復号装置４００は、このように生成したテクスチャ画像Ｐｔｘ１＿ｄｅｃ、Ｐｔｘ２＿ｄ
ｅｃと、デプス画像Ｐｄｐ１＿ｄｅｃ、Ｐｄｐ２＿ｄｅｃを外部に出力する。
【００３７】
　また、画像復号装置４００にはデプス画像要求信号ＲＱｄが入力される。デプス画像要
求信号ＲＱｄは、画像復号装置４００が復号した信号を利用する装置やアプリケーション
がデプス画像を要求しているか否かを示す信号であり、例えばユーザの操作に応じて出力
される。なお、デプス画像要求信号ＲＱｄに応じた画像復号装置４００の動作については
後述する。
【００３８】
　画像復号装置４００から出力されたテクスチャ画像Ｐｔｘ１＿ｄｅｃ、Ｐｔｘ２＿ｄｅ
ｃとデプス画像Ｐｄｐ１＿ｄｅｃ、Ｐｄｐ２＿ｄｅｃは、例えば図示しない再生装置や再
生回路が入力して再生を行うことで、例えば多視点画像の表示が行われる。
【００３９】
　なお、図１に示す画像処理システムでは、２つの撮影装置１００－１、１００－２を備
えた例が示されているが、これに限定されるものではなく、３以上の撮影装置が備えられ
てよい。また、画像符号化装置３００が入力するテクスチャ画像Ｐｔｘとデプス画像Ｐｄ
ｐは、撮影装置１００－１、１００－２が撮影した画像に基づくものでなくともよく、例
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えば、コンピュータグラフィックスなどにより予め生成された画像であってもよい。
　また、伝送路５００は、例えば映像信号を伝送するケーブルのようなものであってもよ
いし、ネットワークであってもよい。また、画像復号装置４００は、伝送路５００により
接続されない独立した装置とされ、例えばビットストリームｅに相当するデータが記録さ
れた記録媒体からテクスチャ画像Ｐｔｘとデプス画像Ｐｄｐを生成するものであってもよ
い。
【００４０】
　図２は、画像符号化装置３００の構成例を示している。画像符号化装置３００は、制御
部３１０、テクスチャ画像符号化部３２０、デプス画像符号化部３３０、シーケンス情報
符号化部３４０および多重化部３５０を備える。
【００４１】
　制御部３１０は、符号化に関する管理を実行する。制御部３１０は、例えば図示するよ
うに、符号化管理部３１１とデプス情報利用可否判定部３１２を備える。
　符号化管理部３１１は、符号化制御パラメータｐｍｔを入力し、この入力した符号化制
御パラメータｐｍｔを利用してシーケンス情報Ｄｓｅｑを生成し、テクスチャ画像および
デプス画像に関連するヘッダ情報（ＮＡＬ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｂｓｔｒａｃｔｉｏｎ　
Ｌａｙｅｒ）ユニットヘッダ）などを生成する。シーケンス情報Ｄｓｅｑは、シーケンス
情報符号化部３４０に入力される。
【００４２】
　デプス情報利用可否判定部３１２は、テクスチャ画像Ｐｔｘを、そのテクスチャ画像Ｐ
ｔｘに対応するデプス画像Ｐｄｐに基づく情報であるデプス情報Ｄｄｐを利用して符号化
すべきか否かを判定する。このために、デプス情報利用可否判定部３１２は、符号化制御
パラメータｐｍｔを入力する。符号化制御パラメータｐｍｔは、テクスチャ画像Ｐｔｘを
符号化する際に、デプス情報Ｄｄｐを利用すべきか否かを指示するデプス情報利用指示情
報を含む。
【００４３】
　テクスチャ画像符号化部３２０は、例えばデプス画像符号化部３３０がデプス画像Ｐｄ
ｐを符号化する際に生成する情報であるデプス情報Ｄｄｐを利用してテクスチャ画像を符
号化することができる。例えばデプス情報Ｄｄｐを利用してテクスチャ画像Ｐｔｘを符号
化することにより、デプス情報Ｄｄｐを利用しない場合よりも符号化効率を高くすること
ができる。
　ただし、符号化制御パラメータｐｍｔに含まれるデプス情報利用指示情報が、デプス情
報を利用した符号化を実行してはならない旨を指示している場合には、デプス情報を利用
せずにテクスチャ画像Ｐｔｘを符号化する必要がある。
【００４４】
　そこで、デプス情報利用可否判定部３１２は、符号化制御パラメータｐｍｔにおけるデ
プス情報利用指示情報を参照することで、テクスチャ画像Ｐｔｘの符号化に際してデプス
画像Ｐｄｐについての情報（デプス情報Ｄｄｐ）を利用すべきか否かを判定する。そして
、その判定結果にしたがって、デプス情報利用可否判定部３１２は、デプス情報Ｄｄｐを
利用すべきか否かをテクスチャ画像符号化部３２０に指示する。この際、デプス情報利用
可否判定部３１２は、デプス情報Ｄｄｐを利用すべきか否かを指示する指示信号Ｓｉをテ
クスチャ画像符号化部３２０に対して出力する。
【００４５】
　テクスチャ画像符号化部３２０は、テクスチャ画像Ｐｔｘ１、Ｐｔｘ２を入力し、この
入力したテクスチャ画像Ｐｔｘ１、Ｐｔｘ２を符号化して符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ１
＿ｅｎｃ、Ｐｔｘ２＿ｅｎｃを生成する。なお、以降において、符号化テクスチャ画像Ｐ
ｔｘ１＿ｅｎｃ、Ｐｔｘ２＿ｅｎｃについて特に区別しない場合には、符号化テクスチャ
画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃと記載する。
　そのうえで、テクスチャ画像符号化部３２０は、テクスチャ画像Ｐｔｘを符号化する際
に、デプス画像符号化部３３０から入力されるデプス情報Ｄｄｐを利用して符号化するこ
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とができる。しかし、制御部３１０がデプス情報Ｄｄｐを利用した符号化を実行してはな
らないと判定した場合には、デプス情報Ｄｄｐを利用せずにテクスチャ画像Ｐｔｘを符号
化する。
【００４６】
　このために、テクスチャ画像符号化部３２０は、例えばテクスチャ画像符号化処理部３
２１とデプス情報入力部３２２を備える。
　テクスチャ画像符号化処理部３２１は、テクスチャ画像Ｐｔｘ１、Ｐｔｘ２を入力して
符号化処理を実行することで符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ１＿ｅｎｃ、Ｐｔｘ２＿ｅｎｃ
を生成する。この際に、デプス情報入力部３２２からデプス情報Ｄｄｐが出力される場合
には、このデプス情報入力部３２２が出力するデプス情報Ｄｄｐを利用してテクスチャ画
像Ｐｔｘ１、Ｐｔｘ２を符号化する。これに対して、デプス情報入力部３２２からデプス
情報Ｄｄｐが出力されていない場合には、デプス情報Ｄｄｐを利用せずにテクスチャ画像
Ｐｔｘ１、Ｐｔｘ２を符号化する。
【００４７】
　デプス情報入力部３２２は、デプス画像符号化部３３０からデプス情報Ｄｄｐを入力し
、制御部３１０から指示信号Ｓｉを入力する。デプス情報入力部３２２は、指示信号Ｓｉ
がデプス情報Ｄｄｐを利用すべきことを指示している場合、デプス画像符号化部３３０か
ら入力したデプス情報Ｄｄｐをテクスチャ画像符号化処理部３２１に出力する。これによ
り、テクスチャ画像符号化処理部３２１は、デプス情報Ｄｄｐを利用したテクスチャ画像
Ｐｔｘの符号化を行う。
【００４８】
　一方、デプス情報入力部３２２は、指示信号Ｓｉがデプス情報Ｄｄｐを利用すべきでな
いことを指示している場合、デプス画像符号化部３３０から入力したデプス情報Ｄｄｐを
テクスチャ画像符号化処理部３２１に出力しない。これにより、テクスチャ画像符号化処
理部３２１は、デプス情報Ｄｄｐを利用せずにテクスチャ画像Ｐｔｘの符号化を行う。
　このような構成により、テクスチャ画像符号化部３２０は、デプス情報を利用したテク
スチャ画像Ｐｔｘの符号化と、デプス情報を利用しないテクスチャ画像Ｐｔｘの符号化と
で、符号化の動作を切り替えることができる。
【００４９】
　なお、テクスチャ画像符号化処理部３２１におけるテクスチャ画像Ｐｔｘの符号化方式
については特に限定されるものではないが、例えば、ＭＰＥＧ－２を採用することができ
る。また、現在、ＩＴＵ－Ｔの「ＶＣＥＧ」とＩＳＯ／ＩＥＣの「ＭＰＥＧ」が共同で設
立したＪＶＴ（Ｊｏｉｎｔ　Ｖｉｄｅｏ　Ｔｅａｍ）で標準策定中の次世代映像符号化規
格であるＨＥＶＣ（Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ）に準
拠する方式を採用することもできる。
【００５０】
　デプス画像符号化部３３０は、デプス画像Ｐｄｐ１、Ｐｄｐ２を入力し、この入力した
デプス画像Ｐｄｐ１、Ｐｄｐ２について符号化処理を行って符号化デプス画像Ｐｄｐ１＿
ｅｎｃ、Ｐｄｐ２＿ｅｎｃを生成する。なお、以降において、符号化デプス画像Ｐｄｐ１
＿ｅｎｃ、Ｐｄｐ２＿ｅｎｃについて特に区別しない場合には、符号化デプス画像Ｐｄｐ
＿ｅｎｃと記載する。
　また、デプス画像符号化部３３０は、符号化処理を行ったデプス画像Ｐｄｐに関する所
定の情報を有するデプス情報Ｄｄｐを生成し、テクスチャ画像符号化部３２０に出力する
。
【００５１】
　また、デプス画像符号化部３３０は、フレーム単位のテクスチャ画像Ｐｔｘに対応する
デプス画像Ｐｄｐに基づくデプス情報Ｄｄｐを生成する。
　一例として、デプス画像符号化部３３０は、以下のようにデプス情報Ｄｄｐを生成する
。つまり、デプス画像符号化部３３０は、フレーム単位による符号化デプス画像Ｐｄｐ＿
ｅｎｃについて逆処理、すなわち、復号を行って復号デプス画像を生成する。この復号デ
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プス画像は、画像復号装置４００において復号されるデプス画像Ｐｄｐと同一のデータで
ある。このように、画像符号化装置３００と画像復号装置４００とでデプス画像を同一と
することにより、生成される予測ベクトルを一致させることができる。
　そして、デプス画像符号化部３３０は、例えばこの復号デプス画像の画素値を、デプス
情報Ｄｐｄとして出力する。
　また、デプス情報Ｄｐｄは、デプス画像を符号化した際の各ブロックの符号化モードや
分割方法(例えば１６×１６、８×８など)や、動きベクトル、視差ベクトル、または、参
照画像を指定するインデックスなどの情報のすべてあるいは一部を含むようなものであっ
てもよい。
【００５２】
　なお、デプス画像符号化部３３０が対応するデプス画像の符号化方式としては、例えば
Ｈ．２６４／ＡＶＣ方式やＨＥＶＣに準拠する方式を採用することができる。また、テク
スチャ画像Ｐｔｘの各視点に対応するデプス画像Ｐｄｐがデプス画像符号化部３３０に入
力される場合には、Ｈ．２６４／ＭＶＣの復号方式に対応する符号化方式を用いて符号化
することができる。
【００５３】
　シーケンス情報符号化部３４０は、シーケンス情報Ｄｓｅｑを入力し、この入力したシ
ーケンス情報Ｄｓｅｑを符号化して、符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃを生成する
。
【００５４】
　ここで、符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃがデプス情報Ｄｄｐを利用して符号化さ
れたものである場合、その復号に際しては、デプス情報Ｄｄｐが必要になる。一方、符号
化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃがデプス情報Ｄｄｐを利用して符号化されたものでない
場合、その復号に際してデプス情報Ｄｄｐは不要である。
【００５５】
　そこで、シーケンス情報符号化部３４０は、テクスチャ画像Ｐｔｘの符号化処理の結果
にしたがって、テクスチャ画像Ｐｔｘごとに対応のデプス情報Ｄｄｐを利用して符号化を
行ったか否かを示す利用結果情報（ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｆｌａｇ）を生成する。こ
の利用結果情報は、復号側においては、符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃの生成のた
めに符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃを復号すべきか否かを示す情報として利用される。
シーケンス情報符号化部３４０は、生成した利用結果情報を含めるように符号化シーケン
ス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃを生成する。
【００５６】
　このために、シーケンス情報符号化部３４０は、シーケンス情報符号化処理部３４１と
、利用結果情報符号化部３４２を備える。
　シーケンス情報符号化処理部３４１は、シーケンス情報Ｄｓｅｑを入力して符号化処理
を実行し、符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃを生成する。また、シーケンス情報符
号化処理部３４１は、利用結果情報符号化部３４２から符号化利用結果情報が入力される
のに応じて、この符号化利用結果情報を付加して符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃ
を生成する。
【００５７】
　利用結果情報符号化部３４２は、利用結果情報を符号化する。
　このために、利用結果情報符号化部３４２は、シーケンス情報Ｄｓｅｑを入力して、こ
のシーケンス情報Ｄｓｅｑに含まれるデプス情報利用指示情報を参照する。利用結果情報
符号化部３４２は、デプス情報利用指示情報がデプス情報Ｄｄｐを利用した符号化を指示
していれば、テクスチャ画像Ｐｔｘの符号化に際してデプス情報Ｄｄｐを利用したことを
示す利用結果情報を生成する。一方、利用結果情報符号化部３４２は、デプス情報利用指
示情報がデプス情報Ｄｄｐを利用した符号化を指示していなければ、テクスチャ画像Ｐｔ
ｘの符号化に際してデプス情報Ｄｄｐを利用していないことを示す利用結果情報を生成す
る。
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　そして、利用結果情報符号化部３４２は、上記のように生成した利用結果情報を符号化
する。
【００５８】
　多重化部３５０は、テクスチャ画像符号化部３２０により生成された符号化テクスチャ
画像Ｐｔｘ１＿ｅｎｃ、Ｐｔｘ２＿ｅｎｃと、デプス画像符号化部３３０により生成され
た符号化デプス画像Ｐｄｐ１＿ｅｎｃ、Ｐｄｐ２＿ｅｎｃと、シーケンス情報符号化部３
４０により生成された符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃを入力する。
【００５９】
　そして、多重化部３５０は、入力したこれらの符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ１＿ｅｎｃ
、Ｐｔｘ２＿ｅｎｃと、符号化デプス画像Ｐｄｐ１＿ｅｎｃ、Ｐｄｐ２＿ｅｎｃと、符号
化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃを例えば時分割により多重化してビットストリームｅ
として伝送路５００に出力する。
　このように、画像符号化装置３００は、圧縮符号化されたテクスチャ画像とデプス画像
に対して、テクスチャ画像Ｐｔｘの符号化に際して対応のデプス情報Ｄｄｐを利用したか
否かを示す利用結果情報をシーケンス情報に付加して出力することができる。
【００６０】
　なお、ビットストリームｅに含まれる符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃと、符号
化テクスチャ画像Ｐｔｘ１＿ｅｎｃ、Ｐｔｘ２＿ｅｎｃと、符号化デプス画像Ｐｄｐ１＿
ｅｎｃ、Ｐｄｐ２＿ｅｎｃは、例えばＮＡＬユニットである。
【００６１】
　ＮＡＬユニットは、例えばＭＰＥＧ－４　ＡＶＣ／Ｈ．２６４において規定されている
。
　ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣＨ．２６４におけるビットストリームのシンタックスにおいては
、ＶＣＬ（Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｌａｙｅｒ）とＮＡＬ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｂｓ
ｔｒａｃｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ）の２層構造であるべきことが規定されている。
【００６２】
　このようにＮＡＬが規定される場合、画像のコンテンツは、複数種類のＮＡＬユニット
に分割して符号化される。そして、このようなＮＡＬ構造を有することで、例えば符号化
したデータをＭＰ４などのファイルフォーマットに格納したり、ＲＴＰ（Ｒｅａｌ－ｔｉ
ｍｅ＿Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ＿Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）のパケットに分割して伝送するなど、多
様な用途に適用することが可能となる。
【００６３】
　そして、本実施形態においては、複数種類のＮＡＬユニットのうちの一部として、符号
化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃと、符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ１＿ｅｎｃ、Ｐｔｘ
２＿ｅｎｃと、符号化デプス画像Ｐｄｐ１＿ｅｎｃ、Ｐｄｐ２＿ｅｎｃの各ＮＡＬユニッ
トの種類が生成される。
　これらのＮＡＬユニットは、ユニット識別子（ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅ）を含む。
このユニット識別子により、符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃと、符号化テクスチ
ャ画像Ｐｔｘ１＿ｅｎｃ、Ｐｔｘ２＿ｅｎｃと、符号化デプス画像Ｐｄｐ１＿ｅｎｃ、Ｐ
ｄｐ２＿ｅｎｃの各ＮＡＬユニットは、シーケンス情報、テクスチャ画像、デプス画像の
いずれの種類であるのかが識別できる。
【００６４】
　また、ＮＡＬユニットは、ＶＣＬ－ＮＡＬユニットと、非ＶＣＬ－ＮＡＬユニットに分
類される。コンテンツのデータの実体に相当する符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ１＿ｅｎｃ
、Ｐｔｘ２＿ｅｎｃのＮＡＬユニットは、ＶＣＬ－ＮＡＬユニットに該当する。また、符
号化デプス画像Ｐｄｐ１＿ｅｎｃ、Ｐｄｐ２＿ｅｎｃのＮＡＬユニットもＶＣＬ－ＮＡＬ
ユニットに該当する。これに対して、例えばＳＰＳとして生成される符号化シーケンス情
報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃのＮＡＬユニットは、非ＶＣＬ－ＮＡＬユニットに該当する。
【００６５】
　図３および図４のフローチャートは、画像符号化装置３００が実行する処理手順例を示
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している。
　図３において、制御部３１０における符号化管理部３１１は、符号化制御パラメータｐ
ｍｔを入力し（ステップＳ１０１）、シーケンス情報Ｄｓｅｑを生成する（ステップＳ１
０２）。
　また、制御部３１０におけるデプス情報利用可否判定部３１２は、符号化制御パラメー
タｐｍｔにおけるデプス情報利用指示情報を参照して、テクスチャ画像Ｐｔｘを符号化す
るにあたりデプス情報Ｄｄｐを利用すべきか否かについて判定する（ステップＳ１０３）
。
【００６６】
　そして、デプス情報利用可否判定部３１２は、ステップＳ１０３の判定結果にしたがっ
て、テクスチャ画像Ｐｔｘを符号化するにあたりデプス情報Ｄｄｐを利用すべきか否かに
ついての指示をテクスチャ画像符号化部３２０に行う（ステップＳ１０４）。この際、デ
プス情報利用可否判定部３１２は、上記の判定結果に応じて、デプス情報Ｄｄｐを利用す
べきことを指示する指示信号Ｓｉとデプス情報Ｄｄｐを利用すべきでないことを指示する
指示信号Ｓｉのいずれかをテクスチャ画像符号化部３２０に出力する。
【００６７】
　次に、デプス画像符号化部３３０は、デプス画像Ｐｄｐを入力して符号化処理を行うこ
とで符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃを生成し、多重化部３５０に出力する（ステップＳ
１０５）。また、デプス画像符号化部３３０は、符号化対象のデプス画像Ｐｄｐに基づく
デプス情報を生成してテクスチャ画像符号化部３２０に出力する（ステップＳ１０５）。
【００６８】
　多重化部３５０は、ステップＳ１０５により生成された符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎ
ｃをビットストリームｅに対して時分割多重する（ステップＳ１０６）。
【００６９】
　次に、テクスチャ画像符号化部３２０は、テクスチャ画像Ｐｔｘの符号化に際してデプ
ス情報Ｄｄｐを利用すべきことの指示が制御部３１０から行われたか否かについて判定す
る（ステップＳ１０７）。このため、例えば、テクスチャ画像符号化部３２０におけるデ
プス情報入力部３２２は、指示信号Ｓｉがデプス情報Ｄｄｐを利用すべきことを示してい
るか否かについて判定する。
【００７０】
　デプス情報Ｄｄｐを利用すべきことの指示が行われたと判定した場合（ステップＳ１０
７－ＹＥＳ）、デプス情報Ｄｄｐは、デプス画像符号化部３３０から出力されるデプス情
報Ｄｄｐをテクスチャ画像符号化処理部３２１に入力させる。これにより、テクスチャ画
像符号化処理部３２１は、デプス情報Ｄｄｐを利用してテクスチャ画像Ｐｔｘを符号化し
て、符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃを生成する（ステップＳ１０８）。
【００７１】
　一方、デプス情報Ｄｄｐを利用すべきとの指示が行われていないと判定した場合（ステ
ップＳ１０７－ＮＯ）、デプス情報Ｄｄｐをテクスチャ画像符号化処理部３２１に入力さ
せない。これにより、テクスチャ画像符号化処理部３２１は、デプス情報Ｄｄｐを利用せ
ずにテクスチャ画像Ｐｔｘを符号化して、符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃを生成す
る（ステップＳ１０９）。
【００７２】
　多重化部３５０は、ステップＳ１０８により生成された符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿
ｅｎｃをビットストリームｅに対して時分割多重する（ステップＳ１１０）。
【００７３】
　また、図４に示すように、シーケンス情報符号化部３４０におけるシーケンス情報符号
化処理部３４１は、ステップＳ１０２にて生成されたシーケンス情報Ｄｓｅｑを入力し、
シーケンス情報を符号化する（ステップＳ１１１）。
【００７４】
　また、シーケンス情報符号化部３４０における利用結果情報符号化部３４２は、入力し
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たシーケンス情報Ｄｓｅｑに含まれるデプス情報利用指示情報が、テクスチャ画像Ｐｔｘ
の符号化にあたりデプス情報を利用すべきことを示しているか否かについて判定する（ス
テップＳ１１２）。
【００７５】
　ここで、利用結果情報は、例えば１ビットの情報であり、「０」のときにデプス情報を
利用してテクスチャ画像を符号化したことを示し、「１」のときにデプス情報を利用して
テクスチャ画像を符号化していないことを示す。
　そこで、利用結果情報符号化部３４２は、デプス情報利用指示情報がデプス情報を利用
すべきことを示している場合（ステップＳ１１２－ＹＥＳ）、「０」の値を有する利用結
果情報を生成する（ステップＳ１１３）。
【００７６】
　一方、デプス情報利用指示情報がデプス情報を利用すべきでないことを示している場合
、利用結果情報符号化部３４２は、「１」の値を有する利用結果情報を生成する（ステッ
プＳ１１４）。
　そして、利用結果情報符号化部３４２は、ステップＳ１１３またはＳ１１４により生成
し符号化した利用結果情報を符号化して、符号化利用結果情報を生成する（ステップＳ１
１５）。
【００７７】
　シーケンス情報符号化処理部３４１は、ステップＳ１１１により生成した符号化シーケ
ンス情報に、ステップＳ１１５により生成された符号化利用結果情報を付加して、符号化
シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃとして出力する（ステップＳ１１６）。
【００７８】
　多重化部３５０は、ステップＳ１１６により出力された符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ
＿ｅｎｃを入力し、ビットストリームｅに対して時分割多重する（ステップＳ１１７）。
【００７９】
　多重化部３５０は、すべての画像の符号化が終了したか否かについて判定し（ステップ
Ｓ１０８）、符号化が終了したのであれば（ステップＳ１０８－ＹＥＳ）、この図に示す
処理を終了する。これに対して、符号化が終了していなければ（ステップＳ１０８－ＮＯ
）、多重化部３５０はステップＳ１０１に戻る。これにより、画像符号化装置３００は、
次の画像の符号化を実行する。
【００８０】
　次に、画像復号装置４００について説明する。
　図５は、画像復号装置４００の構成例を示している。この図に示す画像復号装置４００
は、分離部４１０、シーケンス情報復号部４２０、テクスチャ画像復号部４３０、デプス
画像復号部４４０を備える。
【００８１】
　前述のようにビットストリームｅには、符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃと、符
号化テクスチャ画像Ｐｔｘ１＿ｅｎｃ、Ｐｔｘ２＿ｅｎｃと、符号化デプス画像Ｐｄｐ１
＿ｅｎｃ、Ｐｄｐ２＿ｅｎｃとが多重化されている。
　分離部４１０は、入力したビットストリームｅから、符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿
ｅｎｃと、符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ１＿ｅｎｃ、Ｐｔｘ２＿ｅｎｃと、符号化デプス
画像Ｐｄｐ１＿ｅｎｃ、Ｐｄｐ２＿ｅｎｃとを分離する。
【００８２】
　前述のように、符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃと、符号化テクスチャ画像Ｐｔ
ｘ＿ｅｎｃと、符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃは、それぞれ、ＮＡＬユニットである。
そして、符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃと、符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎ
ｃと、符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃは、それぞれのＮＡＬユニットヘッダにおいて、
ユニット識別子（ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅ）を含んでいる。そして、ユニット識別子
は、それぞれ、そのＮＡＬユニットとしての内容がシーケンス情報とテクスチャ画像とデ
プス画像のいずれであるのかを示している。
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【００８３】
　そこで、分離部４１０は、ビットストリームｅからＮＡＬユニットを分離し、このＮＡ
Ｌユニットが含むユニット識別子を抽出し、抽出したユニット識別子が示すデータの内容
を認識する。
　分離部４１０は、ユニット識別子がシーケンス情報を示していると認識した場合、この
ＮＡＬユニットのデータを符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃとしてシーケンス情報
復号部４２０に出力する。
　また、分離部４１０は、ユニット識別子がテクスチャ画像を示していると認識した場合
には、そのユニット識別子を含むＮＡＬユニットのデータを符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ
＿ｅｎｃとしてテクスチャ画像復号部４３０に出力する。
　また、分離部４１０は、ユニット識別子がデプス画像を示していると認識した場合には
、そのユニット識別子を含むＮＡＬユニットのデータを符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃ
としてデプス画像復号部４４０に出力する。
【００８４】
　シーケンス情報復号部４２０は、符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃを復号してシ
ーケンス情報Ｄｓｅｑを生成する。また、シーケンス情報復号部４２０は、符号化シーケ
ンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃに付加されている符号化利用結果情報も復号して、利用結果情
報を復元する。
　このために、シーケンス情報復号部４２０は、例えばシーケンス情報復号処理部４２１
と利用結果情報復号部４２２を備える。
【００８５】
　シーケンス情報復号処理部４２１は、符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃを復号し
てシーケンス情報を生成する。また、シーケンス情報復号処理部４２１は、利用結果情報
復号部４２２から入力した復号後の利用結果情報を、生成したシーケンス情報に付加する
。そして、シーケンス情報復号処理部４２１は、このように利用結果情報が付加されたシ
ーケンス情報Ｄｓｅｑを、テクスチャ画像復号部４３０とデプス画像復号部４４０出力す
る。
【００８６】
　利用結果情報復号部４２２は、符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃから符号化利用
結果情報を抽出し、抽出した符号化利用結果情報を復号して利用結果情報を生成する。
【００８７】
　テクスチャ画像復号部４３０は、符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ１＿ｅｎｃ、Ｐｔｘ２＿
ｅｎｃを復号して、テクスチャ画像Ｐｔｘ１＿ｄｅｃ、Ｐｔｘ２＿ｄｅｃを生成する。こ
の復号に際して、テクスチャ画像復号部４３０は、復号されたシーケンス情報Ｄｓｅｑを
利用する。また、符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃがデプス情報を利用して符号化さ
れている場合には、符号化のときと同じデプス情報がデプス画像復号部４４０にて生成さ
れる。テクスチャ画像復号部４３０は、このようにデプス情報が生成された場合、この生
成されたデプス情報も利用して符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃを復号する。
【００８８】
　デプス画像復号部４４０は、符号化デプス画像Ｐｄｐ１＿ｅｎｃ、Ｐｄｐ２＿ｅｎｃを
復号し、デプス画像Ｐｄｐ１＿ｄｅｃ、Ｐｄｐ１＿ｄｅｃを生成する。また、復号された
デプス画像Ｐｄｐ＿ｄｅｃを利用して、符号化の際に利用されたのと同じデプス情報Ｄｄ
ｐを生成し、テクスチャ画像復号部４３０に出力する。
　そのうえで、デプス画像復号部４４０は、デプス情報Ｄｄｐが符号化テクスチャ画像Ｐ
　ｔｘ＿ｅｎｃの符号化に際して利用されていたことが利用結果情報により示されている
場合、符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃを復号する復号処理を実行する。また、デプス画
像復号部４４０は、デプス情報Ｄｄｐが符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃの符号化に
際して利用されていないことが利用結果情報により示されている場合、上記の復号処理を
省略する。つまり、このときのデプス画像復号部４４０は、符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅ
ｎｃの復号を行わない。
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【００８９】
　このために、デプス画像復号部４４０は、復号可否判定部４４１とデプス画像復号処理
部４４２を備える。
【００９０】
　復号可否判定部４４１は、シーケンス情報Ｄｓｅｑを入力し、このシーケンス情報Ｄｓ
ｅｑに付加されている利用結果情報を抽出する。そして、復号可否判定部４４１は、抽出
した利用結果情報の内容（値）を認識する。
　ここで、「０」の値を有する利用結果情報は、テクスチャ画像Ｐｔｘの符号化に際して
デプス情報Ｄｄｐが利用されていたことを示す。この場合、符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ
＿ｅｎｃを復号したテクスチャ画像Ｐｔｘを再生するにあたっては、そのテクスチャ画像
Ｐｔｘに対応するデプス画像Ｐｄｐを必要とする。
　そこで、復号可否判定部４４１は、利用結果情報の値が「０」であると認識した場合、
符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃについて復号処理を実行すべきであると判定する。
【００９１】
　一方、「１」の値を有する利用結果情報は、符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃの符
号化に際してデプス情報Ｄｄｐが利用されずに符号化されていたことを示す。この場合、
符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃを復号したテクスチャ画像Ｐｔｘを再生するにあた
っては、そのテクスチャ画像Ｐｔｘに対応するデプス画像Ｐｄｐは不要である。
　そこで、復号可否判定部４４１は、利用結果情報の値が「１」であると認識した場合、
符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃについて復号処理を実行すべきでないと判定する。
【００９２】
　また、復号可否判定部４４１は、デプス画像要求信号ＲＱｄを入力する。
　デプス画像要求信号ＲＱｄがデプス画像の要求を示している場合、復号可否判定部４４
１は、利用結果情報の値が「０」と「１」のいずれであるのかに係わらず、デプス画像を
復号する。
　一方、デプス画像要求信号ＲＱｄがデプス画像の要求を示していない場合、復号可否判
定部４４１は、利用結果情報にしたがう。つまり、復号可否判定部４４１は、利用結果情
報の値が「０」であると認識した場合にはデプス画像を復号し、利用結果情報の値が「１
」であると認識した場合にはデプス画像の復号を省略する。
【００９３】
　なお、図５の構成の場合、復号可否判定部４４１はシーケンス情報Ｄｓｅｑから利用結
果情報を抽出するようにしているが、例えばシーケンス情報復号部４２０の利用結果情報
復号部４２２から、直接に復号された利用結果情報を入力するようにしてもよい。
【００９４】
　デプス画像復号処理部４４２は、復号可否判定部４４１により復号処理を実行すべきで
あると判定された場合には、判定対象とされた符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃの復号処
理を実行してデプス画像Ｐｄｐ＿ｄｅｃを生成する。
　一方、デプス画像復号処理部４４２は、復号可否判定部４４１により復号処理を実行す
べきでないと判定された場合には、判定対象とされた符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃの
復号処理を実行しないようにする。
【００９５】
　なお、符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃが復号されない場合には、復号されたデプス画
像Ｐｄｐ＿ｄｅｃに基づくデプス情報Ｄｄｐも生成されない。
　また、復号されない符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃは、以降の画像再生において利用
されない。そこで、デプス画像復号処理部４４２は、復号処理を実行しなかった符号化デ
プス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃについては、例えば破棄するようにする。
【００９６】
　このように、本実施形態の画像復号装置４００は、デプス情報Ｄｄｐを利用して符号化
された符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃに対応する符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃ
のみを復号する。そして、デプス情報Ｄｄｐを利用せずに符号化された符号化テクスチャ
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画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃに対応する符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃについては復号しない。
これにより、本実施形態の画像復号装置４００では、無駄な復号処理が省略されることと
なって処理負荷が大幅に軽減され、例えば復号処理効率が向上する。
【００９７】
　図６は、画像復号装置４００が実行する処理手順例を示している。
　分離部４１０は、入力されるビットストリームｅから例えばＮＡＬユニット単位のデー
タを分離する（ステップＳ２０１）。次に、分離部４１０は、分離したＮＡＬユニットの
データに含まれるユニット識別子の内容を認識した結果、この分離したＮＡＬユニットの
データが符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃであるか否かについて判定する（ステッ
プＳ２０２）。
　符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃである場合（ステップＳ２０２－ＹＥＳ）、シ
ーケンス情報復号部４２０におけるシーケンス情報復号処理部４２１は、ＮＡＬユニット
としての符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃを復号する（ステップＳ２０３）。また
、シーケンス情報復号部４２０における利用結果情報復号部４２２は、この符号化シーケ
ンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃに付加されていた符号化利用結果情報を抽出し、この抽出した
符号化利用結果情報を復号する（ステップＳ２０４）。
【００９８】
　そして、シーケンス情報復号処理部４２１は、ステップＳ２０３により復号したシーケ
ンス情報に対して、ステップＳ２０４により復号した利用結果情報を付加する。そして、
シーケンス情報復号処理部４２１は、利用結果情報の付加されたシーケンス情報Ｄｓｅｑ
をテクスチャ画像復号部４３０とデプス画像復号部４４０に出力する（ステップＳ２０５
）。
【００９９】
　分離したＮＡＬユニットのデータが符号化シーケンス情報Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃでない場合
、（ステップＳ２０２－ＮＯ）分離部４１０は、さらに、この分離したＮＡＬユニットの
データが符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃであるか否かについて判定する（ステップ
Ｓ２０６）。
　分離したＮＡＬユニットのデータが符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃである場合（
ステップＳ２０６－ＹＥＳ）、テクスチャ画像復号部４３０は、分離された符号化テクス
チャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃを復号してテクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｄｅｃを生成する（ステップ
Ｓ２０７）。
【０１００】
　一方、分離したＮＡＬユニットのデータが符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃでない
場合（ステップＳ２０６－ＮＯ）、分離部４１０は、さらに、その分離したＮＡＬユニッ
トのデータが符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃであるか否かについて判定する（ステップ
Ｓ２０８）。
　分離したＮＡＬユニットのデータが符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃである場合（ステ
ップＳ２０８－ＹＥＳ）、デプス画像復号部４４０における復号可否判定部４４１は、デ
プス画像要求信号ＲＱｄがデプス画像の要求を示しているか否かについて判定する(ステ
ップＳ２０９)。
　デプス画像の要求を示している場合(ステップＳ２１０－ＹＥＳ)、復号可否判定部４４
１は、利用結果情報の値に係わらず、符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃの符号化をすべき
と判定し、後述のステップＳ２１１に進む。
　一方、デプス画像の要求を示していない場合(ステップＳ２１０－ＮＯ)、復号可否判定
部４４１は、さらにシーケンス情報Ｄｓｅｑに付加されている利用結果情報の値が「０」
と「１」のいずれであるのかを判定する（ステップＳ２１０）。
【０１０１】
　前述のように、「０」の値の利用結果情報は、符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃが
デプス情報Ｄｄｐを利用して符号化されたことを示している。したがって、利用結果情報
の値が「０」であると判定した場合（ステップＳ２１０－「０」）、復号可否判定部４４
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１は、符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃの符号化をすべきと判定したことになる。
　このように符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃの符号化をすべきと判定された場合、デプ
ス画像復号処理部４４２は、符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃを復号してデプス画像Ｐｄ
ｐ＿ｄｅｃを生成する(ステップＳ２１１)。これとともに、デプス画像復号処理部４４２
は、デプス画像Ｐｄｐ＿ｄｅｃに基づくデプス画像に基づくデプス情報Ｄｄｐを生成する
（ステップＳ２１１）。
【０１０２】
　一方、「１」の値の利用結果情報は、符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃがデプス情
報Ｄｄｐを利用せずに符号化されたことを示している。したがって、利用結果情報の値が
「０」であると判定した場合（ステップＳ２１０－「１」）、復号可否判定部４４１は、
符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃの符号化をすべきでないと判定したことになる。
　この場合、デプス画像復号処理部４４２は、判定結果にしたがって、ステップＳ２１１
の符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃの復号処理を省略する。つまり、符号化デプス画像Ｐ
ｄｐ＿ｅｎｃの復号処理を実行しないようにする。
【０１０３】
　なお、分離したＮＡＬユニットのデータが符号化デプス画像Ｐｄｐ＿ｅｎｃではない場
合（ステップＳ２０８－ＮＯ）、そのＮＡＬユニットのデータは、符号化シーケンス情報
Ｄｓｅｑ＿ｅｎｃと、符号化テクスチャ画像Ｐｔｘ＿ｅｎｃと符号化デプス画像Ｐｄｐ＿
ｅｎｃのいずれでもない。この場合、図５に示していない所定の機能部において、そのＮ
ＡＬユニットのデータの種別に応じた所定の処理が実行される（ステップＳ２１２）。
【０１０４】
　ここまでの処理を経ると、分離部４１０は、例えばすべてのデータの復号が終了したか
否かについて判定する（ステップＳ２１３）。これについては、例えばビットストリーム
ｅにおける終端が検出されたか否かにより判定することができる。
　すべてのデータの復号が終了していない場合（ステップＳ２１３－ＮＯ）、分離部４１
０は、ステップＳ２０１に戻る。これに対して、すべてのデータの復号が終了した場合に
は（ステップＳ２１３－ＹＥＳ）、この図に示す復号のための処理が終了される。
【０１０５】
　なお、図２に示す画像符号化装置３００は、例えば独立した装置として具現化すること
ができる。また、図５に示す画像復号装置４００も、独立した装置として具現化すること
ができる。
【０１０６】
　また、図２に示す画像符号化装置３００を構成する機能部である、制御部３１０、テク
スチャ画像符号化部３２０、デプス画像符号化部３３０、シーケンス情報符号化部３４０
および多重化部３５０の一部またはすべてについて、ＬＳＩ（Ｌａｒｇｅ　Ｓｃａｌｅ　
Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ）などの集積回路として具現化してよい。または、画像符号化装
置３００を構成する機能部の一部またはすべてをＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃ
ｕｉｔ）などによるチップセットとして具現化してもよい。
【０１０７】
　同様に、図５に示す画像復号装置４００を構成する機能部である分離部４１０、シーケ
ンス情報復号部４２０、テクスチャ画像復号部４３０、デプス画像復号部４４０の一部ま
たはすべてについてＬＳＩなどの集積回路として具現化してよい。または、画像符号化装
置３００を構成する機能部の一部またはすべてをＩＣなどによるチップセットとして具現
化してもよい。
　この場合において、画像符号化装置３００または画像復号装置４００を構成する各機能
部は、個別にプロセッサ化されてもよいし、その一部またはすべてが集積されてプロセッ
サ化されてもよい。
　また、画像符号化装置３００または画像復号装置４００を集積回路化するにあたっては
、例えば専用回路として具現化されてもよいし、汎用プロセッサにより具現化されてもよ
い。
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【０１０８】
　また、上記実施形態においては、例えばＭＰＥＧ－４　ＡＶＣ／Ｈ．２６４の符号化方
式に準拠した例を挙げているが、これに限定されるものではない。つまり、本発明は、本
実施形態のテクスチャ画像とデプス画像に相当する種類の画像を符号化、復号する各種の
符号化方式に適用してよい。
【０１０９】
　また、図２の画像符号化装置３００や図５の画像復号装置４００における各部の機能を
実現するためのプログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録
媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステムに読み込ませ、実行することにより
多視点画像の符号化と復号を行ってもよい。なお、ここでいう「コンピュータシステム」
とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。
【０１１０】
　また、「コンピュータシステム」は、ＷＷＷシステムを利用している場合であれば、ホ
ームページ提供環境（あるいは表示環境）も含むものとする。
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気
ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハー
ドディスク等の記憶装置のことをいう。さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」
とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムが送
信された場合のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリ（
ＲＡＭ）のように、一定時間プログラムを保持しているものも含むものとする。また上記
プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良く、さらに前述し
た機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムとの組み合わせで実現
できるものであってもよい。
【０１１１】
　以上、この発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も含まれ
る。
【符号の説明】
【０１１２】
　１００　撮影装置
　２００　画像前置処理部
　３００　画像符号化装置
　３１０　制御部
　３１１　符号化管理部
　３１２　デプス情報利用可否判定部
　３２０　テクスチャ画像符号化部
　３２１　テクスチャ画像符号化処理部
　３２２　デプス情報入力部
　３３０　デプス画像符号化部
　３４０　シーケンス情報符号化部
　３４１　シーケンス情報符号化処理部
　３４２　利用結果情報符号化部
　３５０　多重化部
　４００　画像復号装置
　４１０　分離部
　４２０　シーケンス情報復号部
　４２１　シーケンス情報復号処理部
　４２２　利用結果情報復号部
　４３０　テクスチャ画像復号部
　４４０　デプス画像復号部
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　４４１　復号可否判定部
　４４２　デプス画像復号処理部
　５００　伝送路

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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